
ふれあい

県
産
果
物
の
魅
力
を
発
信
！

都
市
と
農
村
を
結
ぶ
フ
ル
ー
ツ
大
使

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
が
生
み
出
す

新
し
い
提
案

　
県
内
唯
一
の
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て

健
康
の
保
持
増
進
と
食
育
の
推
進
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
山
梨
学
院
大
学
健
康

栄
養
学
部
。こ
こ
で
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学

生
有
志
が
、地
域
の
農
業
法
人
や
若
手
農
業
者

な
ど
か
ら
な
る
八
代
地
区
都
市
農
村
交
流
推
進

協
議
会
の
委
嘱
を
受
け『
フ
ル
ー
ツ
大
使
』と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ル
ー
ツ
大
使
と
な
っ
た
学
生
は
、県
内
で
生
産

さ
れ
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
の
品
種
を
名
字
と
名
前
の

間
に
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
と
し
て
加
え
た
、P
R
用
の
名

刺
を
作
成
。フ
ル
ー
ツ
の
生
産
や
農
業
の
現
状
に
つ

い
て
の
研
修
を
重
ね
、実
際
に
生
産
者
の
指
導
を

受
け
て
農
作
業
を
体
験
し
ま
す
。そ
し
て
都
内

に
出
向
き
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
を
手
伝
い
消
費
者
と

交
流
し
た
り
、都
内
か
ら
農
村
体
験
に
来
た
子
ど

も
た
ち
の
農
作
業
を
手
伝
っ
た
り
す
る
中
で
、都

市
と
農
村
の
交
流
を
深
め
山
梨
の
フ
ル
ー
ツ
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
継
続
的
な
情
報

発
信
や
、フ
ル
ー
ツ
の
加
工
品
レ
シ
ピ
の
開
発
と
協

議
会
への
提
案
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
の
視
点
と
若
い

発
想
か
ら
生
ま
れ
る
提
案
が
、八
代
地
区
か
ら
全

国
に
広
が
り
、農
業
の
未
来
を
開
い
て
い
く
こ
と

を
期
待
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。フ
ル
ー
ツ
大
使
た
ち

の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
が
、農
業
の
後
継
者
不
足

や
、消
費
者
の
フ
ル
ー
ツ
離
れ
に
歯
止
め
を
掛
け

る
原
動
力
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　私たちは地域農業の未来を見据えて活動に取り組んでいま
す。フルーツ大使の皆さんの役割は大きく、都市農村交流を通じ
ての、八代の果物の良さのPRや地域活性化など、若い力と発想
に大いに期待しています。都内のマルシェでの販売や、農園での
作業も、とても楽しそうにやってくれます。熱意と活気があって本
当にいいですね。

 山梨学院大学

大学生の地域課題への取り組み、地域貢献活動を紹介

　
山
梨
学
院
大
学
健
康
栄
養
学
部
の
学
生
約
１
０
０
名
が
、フ
ル
ー
ツ
大
使
と
し
て

山
梨
県
特
産
の
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
・
消
費
を
拡
大
す
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。管
理

栄
養
士
を
目
指
す
学
生
と
し
て
の
視
点
と
若
い
行
動
力
を
生
か
し
て
、都
市
と
農

村
と
の
交
流
を
促
進
し
、地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1415

　管理栄養士を目指す者として、フ
ルーツ摂取の重要性を発信し、消
費拡大に貢献したいと思いフルー
ツ大使になりました。現地の研修で
は、座学だけでは分からない事にも
気付くことができ、とても勉強になり
ました。
渡辺 ・サニールージュ ・沙椰香さん

東京都墨田区のマルシェ「ひきふね青空市ヤッチャバ」で
販売を手伝い、山梨のフルーツをPR

  
出会いと発想が街を生き生きと

 【問い合わせ先】 
 山梨学院大学 BPセンター広報課
 TEL 055-224-1640　FAX 055-224-1498

笛吹市の八代地区で農作業を体験
「これが店頭に並んで売られると思うと、作業も緊張します」

フルーツの消費拡大に
貢献したい

　フルーツ大使として、テレビ出演、
農作業体験、都内でのPRなどを行っ
てきました。山梨フルーツのファンがた
くさんいることを知ったことで、一生懸
命に品質の良いフルーツを育ててき
た農家の皆さんの努力に気付き、そ
れを伝えていきたいと思いました。

池上・サニールージュ・愛美さん

農家の皆さんの
「本気」を伝えたい

　私は栄養教諭を目指していま
す。将来は地元産のフルーツを給
食に取り入れたい。また、フルーツ
大使の経験を生かして、食育の中
で子どもたちにフルーツの大切さ
や、食べ物に対する感謝の気持ち
を教えたいです。
篠原 ・サマーエンジェル ・理夢亜さん

大使としての経験を
将来に生かしたい

　フルーツの消費拡大には価値の向
上が重要。日本が世界に先駆けて行っ
ている機能性成分の研究をさらに進め
たり、県でも大学などと連携し研究に取
り組んでほしい。科学的根拠に基づい
た情報を発信し、健康増進、生活向上
のため僕たちも努力したいと思います。 

望月 ・サマービュート・ 葵さん

機能性成分の研究など
さらなる取り組みを

　農家の後継者不足は収入が不
安定なことも原因の一つだと知りま
した。機能性成分の解析や、加工
品の開発などフルーツのさまざまな
活用法を見出すことが収入の向上
につながるのではないかと考え、活
動を頑張っています。

小田切 ・貴陽 ・香さん

後継者不足という
問題の解決を目指して

vol.❷

　八代地区都市農村交流推進協議会　
　会長  風間 博文さん

検索山梨学院大　健康栄養学部

これからの農業を
見据え
若い力と発想力に
期待します。

モモを使った加工品の試作品
収穫期以外でもフルーツを活用できるよう、ジャムやビン詰めを利用したレシピの開発に取り組んでいる

フルーツ大使の名刺。裏面はミドルネーム
としたフルーツの説明
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